
スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携協議会（第3回）
「武道ツーリズム」の推進について（実践者からの報告）

居合道発祥の地でサムライ体験

村山市居合道観光体験プログラム
説明資料

日時：2019年1月29日（火）

場所：文部科学省 旧庁舎6階 第2講堂

山形県村山市 商工観光課

（資料３）



山形県村山市の位置と概要
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●概要

●人口・世帯

昭和29年11月1日 市制施行 1町7か村が
合併して、村山市を形成。

山形県の中央部に位置し、東西22km、南北
15kmの東西に長い形をしている。東を奥羽山
脈（甑岳）、西を出羽丘陵（葉山）に囲まれ、
中央を最上川が流れており、途中の大淀では、
大きく蛇行している。最上川がつくった肥沃
な土地が開け、村山盆地の北部に位置する。

人 口 24,322人 世帯数 7,705

●観光客数
平成24年度 421,400人
平成25年度 544,900人
平成26年度 555,700人
平成27年度 535,600人
平成28年度 529,300人



山形県村山市の観光資源①
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そば・バラ・徳内
のまち 村山市



山形県村山市の観光資源②

■一番よく知られているものは…十四代
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GI山形は2016年12月16日に国税庁より認定された山形産の日本酒を保護する地理的表示制度
です。これはワインの世界でいえば、ボルドーやシャンパンのように地域ブランドを保護する制度であり、県
単位の日本酒の地理的表示では山形が唯一指定されています。



山形県村山市のトピック
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第8回浅草寺大わらじ奉納

東京オリンピック ブルガリア新体操チーム 事前キャンプ誘致



6

山形県村山市の課題
村山市の主な観光商圏は右図のような状況

であり、特に南東北の依存率が高い。
今後、観光交流人口を増加するためには、

インバウンドに注力した旅行商品の開発し、
海外旅行客の取り込みが必須であると考えた。

そこで、「やまがた花回廊キャンペーン」
や、上山市の「クアオルト毎日ウォーキング
事業」、また出羽三山の「東の奥参り」の開
発などで活躍している、株式会社アイサイト
の馬場誠氏に協力をいただき、埋没してた資
源「居合道の聖地 日本一社林崎居合神社」
を活用した旅行商品の開発を依頼、今日の商
品販売開始に至っております。
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山形DMOの目指す南東北のゴールデンルート

どうしたら南東北の旅の定番ルートに
加われるか？が課題

●仙台空港

●山形空港

庄内空港●

酒田市

鶴岡市

山形市

米沢市

銀山温泉

蔵王温泉

松島
秋保温泉

出羽三山

●村山市



居合道体験プログラムの紹介ビデオの上映（2分）
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居合道観光体験プログラムの

開発経過について



■H27年10月 村山市観光プロモーショ
ン発進事業
「斬、断、願」ツアー、居合神社での体
験をもとにした発想が高評価。

■H27年12月 村山市観光業活性化ワー
クショップ
村山市の新しい観光商品として、居合へ
の関心が群を抜いて高かった

居合道体験で観光振興を図るアイデアはどこからきたか？

参加者全員で
投票しました

いずれも居合道体験!?



村山市と日本一社 林崎居合神社
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日本一社 林崎居合神社

山形県村山市日本でここだけという居合神社がある。古くは
熊野明神といい、その昔 林崎明神ともいわれていた。

室町時代から、居合道の始祖林崎甚助重信公が祀られている。
古くは江戸時代から、居合・剣術の修行をする方々のお参り

が多く、刀・額・面・鏡など、奉納されたものも数多い。また、
旧境内に奉建された石碑は、林崎甚助重信公の石碑を始めいく
つもあり、現在も居合を学ぶ剣士の参詣と奉納演武が多く行わ
れている。

居合道クラブ
地元小学校には全国唯一の『居合道クラブ』があり、毎年６月に開催さ
れる「全国各流居合道さくらんぼ大会」でたくましい演武を披露している。

奉納演武
毎年、神社境内にて居合を中心とした奉納演武が行われている。
様々な流派・団体から沢山の方が全国から参加される。



村山市と居合道について
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居合道の祖 林崎甚助源重信公について
1542年、現在の村山市に生まれる。幼少の頃に父が暗殺され、父の仇を討つた

めに剣術の稽古に励むが上達は思わしくなかったという。それでもとにかく稽古を
続け、1556年に林崎明神に百日参篭(さんろう)して抜刀の神伝を授かる。※神憑り状態

になったと伝えられている。

1559年、さらに稽古を積み抜刀の妙を悟り、元服して林崎甚助重信と名を改め
仇討ちの旅に出る。1561年、19歳の時、京都にて仇討ちを果たして帰郷すること
が出来る。ここで、愛刀であった『信国』を林崎明神に奉納する。
『信国』は三尺三寸（99.99㎝）と云われている。通常は２尺４寸（75.75㎝）くらいが
一般的であるから、相当に長い刀であった。

1562年、母が病により亡くし、重信は再び剣を抱いて旅に出る。この後、重信
公は日本全国を旅しながら多くの門弟を育て、居合術を広く伝えていった。

現在は生まれ育った山形県村山市にある熊野居合両神社（通称:居合神社）に祀られ
ている。

居合道とは
今から約450年以上も前に生まれた武道で、現代に伝わる剣道、居合道、

抜刀術など、すべての剣術のはじまりは林崎甚助源重信公の抜刀術である。
「居合（いあい）」という言葉は「居合わす（いあわす）」が語源とされており、

「立合（たちあい）」に対しての言葉である。「居合」は、『戦う準備をして
いない状況で、敵に襲われた場合の術』である。よって、その特徴は、刀が
鞘に収まっている状態から抜刀（刀を抜く）して攻撃するところにある。

『その場に居たまま（日常・平静）の状態にありながら、敵が打ちかかっ
てくるのに応じて瞬時に抜刀し、これを倒す』ために『居合』と言われるよ
うになったという。



居合道観光商品造成ワークショップ開催
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■ワークショップのメンバー

・副市長 ・村山市役所 商工観光課、政策推進課、社会教育課 ・観光物産協会 ・居合道関係者
・抜刀道関係者 ・観光関係者 ・居合神社関係者 ・地元住民

H29.8～H30.3

■ワークショップの目的
みんなが「居合神社生かしてなにかしたい」という状態から、実際に観光で売れてい

く商品にするにはどうしたらいいかを見い出したい
最終的には居合道がインバウンド観光で世界に通用するようなものに繋げていきたい



ワークショップ運営におけるポイント

⚫ 「成功の循環」「ポジティブアプローチ」「未来思考」といってファシリ
テーション手法について説明

⚫ なぜそこに行かなければならないか？という問い。

地域ブランド、コト消費、経験消費などマーケティングの勉強

⚫ 着地型プログラムの開発と観光商品の商流について説明

⚫ 「ありたい未来」をグループ検討 ⇒ 投票 ⇒ 結果を共有
ゴールイメージを共有し、自分ゴトで考える。

⚫ 地域では人のしがらみが強い傾向にあるので、オープンな議論と
決定プロセスを明確にして共有することを大事に進めてきた。

⚫ 予定調和をしない進め方 ⇒ 場に対する信頼につながった
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居合道体験商品開発スケジュール（2019年1月17日段階）
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体験会、勉強会の開催
（体験会勉強会13回）



やまがたDMO（IBM Smarter Cities Challenge ）と
居合道商品化WS 合同体験会 10.10
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日立製作所荒木常務ご一行様体験会 11.24
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Peach Aviation 香港メディアトリップ体験会 12.06
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居合道体験商品について
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居合道体験 まずは４パターンからスタート
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居合神社サムライショー（40分）

居合神社参拝、居合の演武を観る、抜刀術デモを観る〔団体向け商品〕
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居合道体験（90分）

居合神社参拝、居合の演武を観る、居合道「初発刀」を体験する
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居合道抜刀術サムライ体験、プライベート修行
居合神社参拝、居合の演武、居合道「初発刀」体験、試斬
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株式会社
アイサイト

〔アドバイザー〕

商品開発.
宣伝企画.
品質管理.

ランドオペレーターとして
地域と関係者をつなぎ
事業の顔になる

組織と担当者が必要

情報発信.プロモーション支援
＜やまがたDMO、DMCおもてなし山形＞

居合道体験プログラムの販売展開イメージ
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旅行業窓口
受注.手配.実施.精算

＜村山市観光物産協会（仮）＞

居合道発祥の地で本物サムライ体験
＜村山居合振武館＞

(A) 居合神社サムライショー
・30,000円（3人より催行）
(B) 居合道体験
・8,000円（3人より催行）
(C) 居合抜刀術サムライ体験
・12,000円（3人より催行）
(D) 居合抜刀術プライベート修行
・30,000円（2人より催行）

山形県インバ
ウンド・国際
交流推進課

IBM SCC
とのつながり

JTB Docomo
㈱JTB東北

JTB Docomo
プロモーション

事業

林崎居合道
伝承会講師

阿部派一刀流

阿部吉宏氏

村山市観光物産協会
村山市役所

村山市余暇開発公社

林崎居合神社

大倉地区

近ツー.クラツー.
日本旅行.ほか

東北観光推進
機構

観光庁

スポーツ庁プログラムを海外に販売する担当者の存在
プログラムを商品に組み入れてくれる人の存在

海
外

国
内

山
形
県

村
山
市

山形県
インバウンド
受け入れ事業



ありがとうございました



馬場誠プロフィール
■白鷹町観光協会 ＜平成2年～平成21年＞

– 置賜さくら回廊 ⇒ JR東日本やまがた花回廊キャンペーン連携 企画（H6-H30）

– 白鷹紅花まつり「生産量日本一」、隠れ蕎麦屋の里 食べログ山形県年間1位を2年連続

– 山形鉄道 映画SWING GIRLSロケ地巡りツアー（H16-H27）

■上山市観光物産協会 ＜平成21年～平成25年＞

– クアオルト毎日ウォーキング（第4回ヘルスツーリズム大賞）、日本クアオルト研究会発足（湯布院、熊野古道、かみのやま）

– かみのやま温泉ＥＶエコタウンプロジェクト（第15回全国旅館組合連合会「人にやさしい地域の宿づくり大賞」）

– めでためでた♪花のやまがた観光圏を企画⇒設立（H22-H26）

■株式会社アイサイト ＜平成25年～現在＞

– 東の奥参り 西の伊勢参り（H25-H29）

– おいしい山形空港、おいしい庄内空港愛称決定（H26）、山形空港開港50周年記念事業（H26）

– やまがたDC観光プロモーション事業 (きてけろくん)（H26-H27）

– 山形大学東北創生研 次世代観光経営者育成プログラム（H26-H27）

– 鶴岡マリカ東館再開発事業 ワークショップ ⇒ つるおかFOODEVER OPEN (H26-29)

– 日台観光サミットin山形 エクスカーション＆レセプション プロデュース（H27）

– 村山市 居合道体験プログラム造成事業（H28-30）

– 山形県 婚活自分力UPプログラム（H27-29）、山形県イクボス養成プログラム（H27-28）

– 山形市創業アワード優秀賞受賞（H28）

– 山形県 女性管理職養成プログラム（H27-30）

– 飯豊町婚活自分力UPプログラム（H29-30）

– 山形県ウーマノミクス・ネットワーク・フォーラム（H30）

– 婚活ファシリテーター養成講座、女子会婚活カフェ（H30） ほか多数

◆学びと気づきをまとめてみる◆

・地域資源を活かした観光まちづくり、地域連携で外部の応援を得て新しい観光のカタチを提案し実践

・H25年にアイサイトを起業し、同時に、山形大学大学院理工学研究科MOTで学び修士（工学）取得

・H26年にホールシステム＆ポジティブアプローチ プラクティショナーの資格取得〔東北で一人〕

・H28年 商品開発管理学会にて論文発表「リストーリーで価値を再構築する」

・現在、ファシリテーション技術とリストーリー理論をもとに、組織変革や人材開発プログラムの実施、婚活事業や婚活人材育成
事業、観光まちづくりなどの業務を、県や市町などの行政や企業様より受託をうけて成果をあげている。 2
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